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再生紙使用

ホームページアドレス http : //www.pref.saitama.jp/A09/BD00/trust/top.html

第第５５回回トトララスストト写写真真ココンンククーールル入入選選作作品品

樹
木
は
、
光
合
成
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
酸
素
を
放

出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
人
間
は
、
平
均
す
る
と
一
年
間
で
約
三

百
二
十
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

木
の
種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
は
異

な
り
ま
す
が
、
五
十
年
生
の
ス
ギ
人
工
林
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

約
百
七
十
㌧
の
炭
素
を
貯
蔵
し
て
お
り
、
一
本
当
た
り
一
年
間
に

約
十
四
㎏
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
マ
イ
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
家
庭
に
お
け
る
一
年
間

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
五
千
九
百
㎏
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
森
林
で
吸
収
す
る
た
め
に
は
、
約
〇
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
森
林
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地
球
上
の
二
酸
化
炭
素
は
、
産
業
革
命
が
始
ま
っ
た
一
八
六
一

年
以
前
は
、
〇
・
〇
二
八
％
で
し
た
が
、
現
在
は
、
〇
・
〇
三
七

％
と
約
三
割
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
産
業
革
命
以
前
は
、
木
材
な

ど
の
再
生
可
能
な
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
っ
て
、
地
球
上

の
二
酸
化
炭
素
は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

因
み
に
、
日
本
は
世
界
の
人
口
の
二
％
な
の
に
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
、
世
界
の
五
％
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

温
暖
化
が
進
む
と
気
温
や
海
面
の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
自
然
生

態
系
へ
の
影
響
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
感
染
症
な
ど
に
よ
り
、
人
類

の
生
存
基
盤
が
脅
か
さ
れ
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
は
、
最
近
、
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
民
生
部
門
、
自

動
車
利
用
の
運
輸
部
門
か
ら
の
排
出
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
で
の
省
エ
ネ
を
心
掛
け
た
り
、
な
る
べ
く
車
に

乗
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
し
て
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
森
林
の
整
備
、
市
街
地
の

緑
化
が
重
要
で
す
。
市
街
地
近
郊
の
緑
地
保
全
を
進
め
て
い
る
ト

ラ
ス
ト
運
動
も
温
暖
化
防
止
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

（
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

赤
井

清
）

二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
森
林
と
温
暖
化

財 団 法 人

さいたま緑のトラスト協会
〒３３０―９３０１
さいたま市浦和区高砂３－１５－１
埼玉県環境防災部みどり自然課内

電 話 ０４８（８２４）３６６１
★会 費 年 額
個人 大 人 １人 １，５００円

小・中・高校生 １人 １，０００円
家族 １家族３，０００円
グループ（５人以上） １人 １，０００円
法人 １口１０，０００円

平成１６年３月３１日発行

優秀賞
「春らんまん」 杉田 哲

最優秀賞
「晩秋の小道」 亀井千年

優秀賞
「涼しさを求めて」 中里今士
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第
五
回
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
定

昨
年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
作
品
を
募
集
し
て
い

た
「
第
五
回
さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
入
賞

者
が
別
掲
の
と

お
り
決
定
し
、

三
月
十
三
日

（
土
）
に
入
賞

作
品
展
が
開
か

れ
て
い
た
大
宮

第
二
公
園
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
応
募

作
品
総
数
は
百

四
十
六
点
で
、

入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
今
後
、

ト
ラ
ス
ト
地
が
あ
る
市
や
町
で
作
品
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
ト
ラ
ス
ト
地
や
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ト
ラ
ス
ト
協
会
の
支
部
の
設
置
と

活
動
状
況
に
つ
い
て

ト
ラ
ス
ト
協
会
で
は
、
ト
ラ
ス
ト
地
の
保
全
活
動

や
ト
ラ
ス
ト
地
を
活
用
し
た
自
然
観
察
会
等
を
実
施

す
る
な
ど
、
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
、
各
ト
ラ
ス
ト
地
ご
と
に
支
部
の
設
置
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
四
月
か
ら
新
た
に
、
ト
ラ
ス
ト

三
号
地
（
嵐
山
町
）
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
定
期
的
な
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
ト
ラ
ス
ト
一
号
地
、
ト
ラ
ス
ト
三
号

地
、
そ
し
て
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
で
定
期
的
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
他
の
ト

ラ
ス
ト
地
で
も
、
地
元
自
治
会
等
と
の
共
催
で
、
年

数
回
の
活
動
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

引
き
続
き
、
各
ト
ラ
ス
ト
に
支
部
を
作
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
り
、
定
期
的
な
保
全
活
動

や
ト
ラ
ス
ト
地
を
使
っ
た
自
然
観
察
会
、
ト
ラ
ス
ト

協
会
会
員
募
集
な
ど
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
進
め
て
行

き
ま
す
。

各
ト
ラ
ス
ト
地
で
の
、
定
期
活
動
日
時
は
次
の
と

お
り
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ト
ラ
ス
ト
一
号
地
（
見
沼
田
圃
周
辺
斜
面
林
・
さ

い
た
ま
市
緑
区
南
部
領
辻
）
毎
月
第
一
、
第
三
土

曜
日

午
前
九
時
か
ら

○
ト
ラ
ス
ト
三
号
地
（
武
蔵
嵐
山
渓
谷
周
辺
樹
林
地

・
嵐
山
町
鎌
形
）

毎
月
第
一
日
曜
日

午
前
九

時
か
ら

○
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
（
岩
槻
市
・
小
川
原
家
屋
敷

林
）

毎
月
第
四
土
曜
日

午
前
九
時
か
ら

自
然
に
親
し
む
会

「
ト
ラ
ス
ト
二
号
地（
狭
山
丘
陵
・
雑
魚
入
樹
林

地
）と
狭
山
湖
周
辺
で
の
野
鳥
観
察
」（
報
告
）

二
月
十
四
日
（
土
）、
所
沢
市
に
あ
る
ト
ラ
ス
ト

二
号
地
（
狭
山
丘
陵
・
雑
魚
入
樹
林
地
）
と
狭
山
湖

周
辺
で
の
野
鳥
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

穏
や
か
な
陽
気
に
恵
ま
れ
、
ト
ラ
ス
ト
協
会
の
会
員

や
地
元
所
沢
市
な
ど
か
ら
の
一
般
参
加
者
な
ど
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
梶
間
幹
一
郎
さ
ん
、
原
田

久
男
さ
ん
の
案

内
で
、
西
武
球

場
前
駅
を
出
発

し
、
ト
ラ
ス
ト

二
号
地
を
経
由

し
て
狭
山
湖
ま

で
の
コ
ー
ス
で

野
鳥
観
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

ト
ラ
ス
ト
二

号
地
で
は
、
ハ

ン
ノ
キ
に
数
羽
で
群
れ
て
い
る
黄
色
の
美
し
い
マ
ヒ

ワ
が
観
察
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
狭
山
湖
上
空
で
は
、

オ
オ
タ
カ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
観
察
で
き
た
鳥
の
数
当
て
ク
イ
ズ
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
が
、
合
計
で
三
十
四
種
類
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
賞
者

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

最
優
秀
賞
（
１
点
）
亀
井
千
年

優

秀

賞
（
２
点
）
杉
田

哲
、
中
里
今
士

優

良

賞
（
５
点
）
柏
谷
正
己
、
齋
藤
勝
義
、
谷
山
ま
り
あ
、

松
岡
幸
雄
、
森
田

登

佳

作
（
１０
点
）
石
森
実
三
、
伊
藤
雅
夫
、
稲
垣
高
子
、

加
島

広
、
柏
谷
正
己
、
小
林
成
好
、

佐
々
木
隆
、
滝
谷
昭
憲
、
塚
越
茂
次
郎
、

森
田

登

観
察
で
き
た
野
鳥
一
覧

カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ル
ガ
モ
、
ホ
シ
ハ

ジ
ロ
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
マ
ガ

最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞ししたた亀亀井井ささんん

狭狭山山湖湖ででのの野野鳥鳥観観察察のの様様子子
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ト
ラ
ス
ト
一
号
で
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
報
告
）

毎
月
第
一
、
第
三
土
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
保
全
地
管
理
活
動
を
し
て
い
る
ト
ラ
ス

ト
一
号
地

（
見
沼
田

圃
周
辺
斜

面
林
）
で
、

二
月
二
十

一
日（
土
）、

ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会

３
３
０
―

Ｃ
地
区
の

皆
さ
ん
四

十
二
人
が

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

落
ち
葉
掃
き
、
枯
れ
枝
の
拾
い
集
め
、
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
に
汗
を
流
し
、
一
時
間
ほ
ど
で
、
落
ち
葉
溜
が

一
杯
に
な
っ
た
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ

が
十
袋
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

自
然
に
親
し
む
会

「
ト
ラ
ス
ト
二
号
地
（
狭
山
丘
陵
・
雑

魚
入
樹
林
地
）
で
の
自
然
観
察
と
シ
イ

タ
ケ
の
コ
マ
打
ち
体
験
」（
報
告
）

三
月
二
十
八
日
（
日
）、
ト
ラ
ス
ト
二
号
地
（
狭

山
丘
陵
・
雑
魚
入
樹
林
地
）
の
自
然
観
察
と
シ
イ
タ

ケ
の
コ
マ
打
ち
体
験
が
、
会
員
、
一
般
参
加
者
な
ど

十
九
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
西
武
球
場
前
を
出
発
し
、
ト
ラ
ス
ト
二

号
地
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
後
、
シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
打

ち
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
ト

ラ
ス
ト
二
号
地

の
巡
視
員
を
お

願
い
し
て
い
る

齋
藤
重
雄
さ
ん

の
自
宅
前
の
作

業
場
を
お
借
り

し
、
齋
藤
さ
ん

と
み
ど
り
自
然

課
の
平
田
主
幹

に
指
導
を
お
願

い
し
、
作
業
に

入
り
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
緑

の
森
博
物
館
か
ら
提
供
さ
れ
た
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
の

ホ
ダ
木
に
電
気
ド
リ
ル
で
慎
重
に
穴
あ
け
を
し
、
シ

イ
タ
ケ
菌
の
コ
マ
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
慣
れ
る
に

従
い
、
作
業
も
早
く
な
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
作

業
に
熱
中
し
て
楽
し
そ
う
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
で
協
会
事
務
局

（
〇
四
八
―
八
二
四
―
三
六
六
一
）
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

ト
ラ
ス
ト
三
号
地

（
武
蔵
嵐
山
渓
谷
周
辺
樹
林
地
）
の
保
全
作
業

自
然
の
会
・
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
等
の
団
体
と
共
催
で

ト
ラ
ス
ト
保
全
地
の
外
来
雑
草
の
抜
き
取
り
作
業
を

実
施
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
六
年
五
月
十
六
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
（
雨
天
中
止
）

集

合

東
武
東
上
線
「
武
蔵
嵐
山
駅
」
改
札
前

午
前
九
時
、
ま
た
は
、
ト
ラ
ス
ト
地
あ
ず

ま
屋
午
前
十
時
集
合

持
ち
物

作
業
で
き
る
服
装
、
昼
食

自
然
に
親
し
む
会

「
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
（
岩
槻
市
・
小
川
原
家

屋
敷
林
）
と
深
作
川
遊
水
池
を
訪
ね
る
」

初
夏
の
一
日
、
ト
ラ
ス
ト
七
号
地
で
の
自
然
観
察

や
深
作
川
遊
水
池
で
の
野
鳥
観
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日

時

平
成
十
六
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
〇
時
三
十
分
ま
で

（
小
雨
決
行
）

集

合

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
「
蓮
田
駅
」
東
口
広
場
ま

た
は
、
東
武
野
田
線
「
岩
槻
駅
」
前
広
場

午
前
九
時
集
合

定

員

三
十
人

モ
、
ダ
イ
サ
ギ
、
ア
オ
サ
ギ
、
カ
ワ
ウ
、
ス
ズ
メ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ

ス
、
コ
ゲ
ラ
、
シ
メ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
、
ジ
ョ
ウ
ビ

タ
キ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
ツ
グ
ミ
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
、
オ
オ
タ
カ
、
ノ
ス
リ
、
ト
ビ
、
カ
ケ
ス
、
マ
ヒ
ワ
、
シ

ロ
ハ
ラ
、
ヒ
バ
リ
、
ウ
グ
イ
ス
、

ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会３３３３００――CC 地地区区のの皆皆ささんん

ホホダダ木木にに穴穴ああけけををすするる参参加加者者
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参
加
費

会
員
無
料
、
一
般
の
方
は
保
険
料
等
と
し

て
二
百
円

持
ち
物

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
昼
食
、
敷
物
、
雨

具
、
双
眼
鏡
等

自
然
に
親
し
む
会

「
ト
ラ
ス
ト
六
号
地
（
加
治
丘
陵
・
唐
沢
流

域
樹
林
地
）
を
訪
ね
る
」

散
策
路
な
ど
の
整
備
が
終
わ
っ
た
ト
ラ
ス
ト
六
号

地
を
訪
ね
、
加
治
丘
陵
の
歴
史
や
自
然
、
味
覚
（
手

打
ち
う
ど
ん
）
を
楽
し
み
ま
す
。

日

時

平
成
十
六
年
六
月
五
日
（
土
）

午
前
九
時
〜
午
後
一
時
ま
で（
雨
天
中
止
）

集

合

Ｊ
Ｒ
八
高
線
「
金
子
駅
」
駅
前
広
場

午
前
九
時
集
合

定

員

三
十
人

参
加
費

会
員
無
料
、
一
般
の
方
は
保
険
料
等
と
し

て
二
百
円

持
ち
物

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
昼
食
（
手
打
ち
う

ど
ん
を
楽
し
む
方
は
不
要
）、
敷
物
、
雨

具
、
双
眼
鏡
等

さ
い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
基
金
へ
の

大
口
寄
付
者
の
皆
様
（
十
万
円
以
上
）

（
平
成
十
五
年
十
二
月
〜
十
六
年
二
月
）

【
企
業
・
団
体
】
�
埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備
協
会

（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）、
�
三
井
開
発
（
さ
い
た

ま
市
見
沼
区
）、
三
高
商
事
�
（
久
喜
市
）、
ト
ヨ
タ

エ
ル
ア
ン
ド
エ
フ
埼
玉
�
（
鴻
巣
市
）、
大
宮
中
央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）、

�
埼
玉
県
建
設
業
協
会
（
さ
い
た
ま
市
南
区
）、

�
テ
レ
ビ
埼
玉
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）、
ピ
ッ
ク

ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
所
沢
市
）、
�
東
京
設

計
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区
）、
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク

カ
ン
セ
イ
�
（
東
京
都
中
野
区
）、
�
ラ
ス
コ
ロ
ッ

キ
ー
ク
ラ
ブ
（
大
利
根
町
）、
彩
の
国
み
ど
り
の
団

体
（
さ
い
た
ま
市
南
区
）、
彩
の
国
安
全
・
安
心
事

業
協
会
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）、
�
埼
玉
県
環
境

検
査
研
究
協
会
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）、
�
埼
玉

県
電
業
協
会
（
さ
い
た
ま
市
南
区
）、
埼
玉
縣
信
用

金
庫
（
熊
谷
市
）、
�
さ
い
た
ま
住
宅
検
査
セ
ン
タ

ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）

【
個
人
】
渡
辺
嗣
彦
（
川
口
市
）、
千
代
貞
雄
（
上

尾
市
）、
相
馬
征
男
（
川
口
市
）、
福
嶋
聖
子
（
さ
い

た
ま
市
緑
区
）、
森

爽
也
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）、

宮
寺
治
貞
（
飯
能
市
）、
島
村
治
作
（
川
島
町
）

〔
順
不
同
、
敬
称
略
〕

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

（
平
成
十
五
年
十
二
月
〜
十
六
年
二
月
）

【
個
人
会
員
】

小
松
米
雄
、
小
峰
理
孝
、
権
田
陸
奥
雄
、
千
葉
優
男
、

長
野
俊
泰
、
望
月
賢
二
、
八
木

仁
、
新
井
扶
三
呼
、

大
川
信
子
、
太
田
智
都
子
、
小
川
江
津
子
、

折
原
美
智
代
、
加
藤
弘
子
、
北
見
嘉
恵
、
熊
坂
知
子
、

栗
原
孝
子
、
栗
原
幸
子
、
小
林
容
恵
、
小
山
静
江
、

斉
籐
慶
子
、
清
水
純
子
、
杉
山
和
子
、
鈴
木
�
代
子
、

山
崎
と
き
、
湯
沢
二
三
子
、
小
田
千
枝
、
富
樫
京
子
、

輪
倉
桂
子
、
松
浦
ユ
リ
、
手
代
木
友
理
子
、

藤
本
真
知
子
、
五
十
嵐
亥
三
生
、
今
井
治
一
郎
、

浦
野
喜
平
、
江
原
史
郎
、
遠
藤
修
平
、
大
澤
一
郎
、

大
澤
健
祐
、
大
野
英
夫
、
大
谷
安
雄
、
岡
田
安
秀
、

長
田

敏
、
小
沢
光
太
郎
、
嶋
村
洋
次
、
清
水
新
平
、

高
橋

豊
、
中
川
邦
明
、
中
田
喜
大
、
根
岸
仁
司
、

野
口
昭
夫
、
長
谷
川
博
、
羽
鳥
優
治
、
平
塚
年
男
、

松
岡
利
光
、
武
笠
克
弘
、
村
田
佳
久
、
森

俊
雄
、

山
口
栄
一
、
横
田
保
良
、
横
山
俊
夫
、
吉
田

修
、

熊
谷

徹
、
大
沢
信
一
、
大
林
和
弥
、
中
島
康
夫
、

富
田
裕
史
、
矢
口
文
雄
、
金
子
義
人
、
浅
倉
稔
明
、

秋
元
憲
一
、
積
田
鉄
也
、
安
部
和
助
、
渡
辺
良
男
、

坂
本
栄
之
、
荒
木
富
士
義
、
三
浦
弘
行
、
関

実
、

野
口
芳
信
、
菅
原
富
士
男
、
宮
原
敏
夫
、
藤
沢
勝
夫
、

高
橋
洋
昭
、
末
武
節
子
、
岩
崎
克
彦
、
小
松
豊
吉
、

山
崎
政
次
、
尾
形
康
夫
、
後
藤
芳
雄
、
茂
木
則
喜

【
グ
ル
ー
プ
会
員
】

大
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
諸
田
光
男
、
青
柿
克
夫
、
今
泉
秀
之
、
鈴
木
義
胤
、

三
上
芳
男
、
野
溝

茂
、
西
山
敏
治
）

【
法
人
会
員
】

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

〔
順
不
同
、
敬
称
略
〕

速
く
て
、
丁
寧

皆
様
の
御
要
望
に
幅
広
く
お
応
え
し
ま
す
。

印
刷
／
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
・
翻
訳
／
出
版

関
東
図
書
株
式
会
社

〒
３３６－

００２１

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三－

一－

十

電
話

〇
四
八（
八
六
二
）二
九
〇
一（
代
）
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